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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内容物の充填空間を有しその先端に注出孔を有するシリンジ本体と、
　押し込み力の付加により該シリンジ本体内にてスライドさせて該充填空間内の内容物を
前記注出孔より注出するプランジャーと、
　弾性材料で形成され、該プランジャーの先端部分に設置されるピストンと
を備えたディスペンサーであって、
　前記シリンジ本体の内周面と前記ピストンの外周面との間に隙間が設けられ、該ピスト
ンは、前記プランジャーの押し込みにより該隙間が狭くなるように変形し、前記ピストン
の変形後における、後部漏れリスク＝（隙間（Ｇ）面積／最終注出孔面積）が０以上１未
満であることを特徴とするディスペンサー。
【請求項２】
　前記注出孔は、前記シリンジ本体の先端にニードルチップを装着することによって形成
される、請求項１記載のディスペンサー。
【請求項３】
　前記ピストンのＪＩＳ　Ｋ　６２５３　タイプＡデュロメータによるショア硬度は、３
０以上８０以下である、請求項１又は２に記載のディスペンサー。
【請求項４】
　面積比率＝（シリンジ内側断面積／最終注出孔面積）が２０以下である、請求項１乃至
３のいずれか一項に記載のディスペンサー。
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【請求項５】
　前記シリンジ本体の内周面には、前記プランジャーの離脱を防止する突出部が設けられ
ている、請求項１乃至４のいずれか一項に記載のディスペンサー。
【請求項６】
　前記プランジャー又は前記ピストンの少なくともいずれか一方の外周面には、外周方向
に突出して前記シリンジ本体の内周面に摺動する摺動部が設けられている、請求項１乃至
５のいずれか一項に記載のディスペンサー。
【請求項７】
　前記プランジャーの先端には、前記注出孔に向けて縮径する傾斜部が設けられ、
　前記ピストンは、前記シリンジ本体の内周面との間に前記隙間を形成するリング状のシ
ール部と、該シール部の内周面を先端側から覆う先端壁とを有し、
　該シール部は、前記プランジャーの押し込みに対する前記充填空間内の内容物からの反
力によって前記傾斜部に沿って後端方向に移動して拡径し、前記押し込みの解除に伴い前
記先端壁の弾性力によって先端方向に移動して縮径する、請求項１乃至６のいずれか一項
に記載のディスペンサー。
【請求項８】
　前記ピストンは、前記プランジャーに当接して後端方向への変位が規制される後端部と
、該後端部から先端方向に延びる側壁と、該側壁を先端側から覆う先端壁とを有し、
　前記側壁は、内周面又は外周面の少なくとも一方が外周方向に凸となる形状を有し、前
記シリンジ本体の内周面との間に前記隙間を形成し、
　前記プランジャーの押し込みに対する前記充填空間内の内容物からの反力によって前記
先端壁が後端方向に移動し、前記側壁は該先端壁の移動に伴い外周方向に変位する、請求
項１乃至７のいずれか一項に記載のディスペンサー。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は、２０１６年６月３０日に出願された日本国特許出願第２０１６－１２９９１
９号に基づく優先権を主張するものであり、この特許出願の明細書全体を参照によって本
願明細書に引用する。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、内容物を注出するのに好適なディスペンサーに関するものであり、注出操作
停止時におけるノズル先端からの内容物の漏れを抑制しようとするものである。
【背景技術】
【０００３】
　歯科診療等においては、充填剤や接着剤等、粘性の高いペースト状の材料が頻繁に使用
されており、通常は、プランジャーを押圧して細径のノズルから内容物を注出する注射器
タイプのディスペンサーが使用されている。
【０００４】
　ところで、この種のディスペンサーは、プランジャー内に充填した内容物を複数回に分
けて注出するのが普通（内容物を一度の操作で出し切ることはない）であり、内容物の注
出を停止すべくプランジャーの操作を中断した場合、該プランジャーに負荷された押圧力
が内容物の充填空間内に残圧としてそのまま残ってしまうことがある。その場合、内容物
の注出を停止しているにもかかわらずノズルの先端から内容物が漏れ出てしまい内容物の
適正量の注出が困難であり、高価な内容物を無駄なく使用することができない状況にあっ
た。
【０００５】
　この点に関しては、Ｏリングの装着溝の溝底を、容器本体の後端に向けて連続的又は段
階的に狭くした形状をもたせ、ノズル側から最も遠い位置（後方）からノズル側（前方）
へＯリングの無負荷状態での横断面の直径の０．５倍の長さだけ来た位置における該底部
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と容器本体内面との間隔を、Ｏリングの無負荷状態での横断面の直径の０．８５倍以上に
設定してОリングに適当な抵抗を与え、プランジャーの押圧操作に際してОリングに捩れ
を発生させることにより内容物の注出を停止した際にОリングの復元力でプランジャーを
後方へ移動させて内容物の漏れを防止した歯科用粘性材料用容器の押出し部構造が提案さ
れている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－５７９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、かかる押出し部構造は、容器自体のサイズが小さく、Оリングに捩れを
発生させるためには構成部材の寸法に高い精度が要求され、品質管理が難しく効率的な製
造が行えない。また、プランジャーを容器本体にセットする際に、溝に装着されたОリン
グが容器本体との抵抗により溝のノズル側から最も遠い位置まで移動してしまうこともあ
り、その場合プランジャーの押圧操作時に溝内でОリングに捩れを発生させることができ
ず内容物のノズル先端からの漏れを防止することができない。
【０００８】
　本発明の課題は、内容物の注出停止時に、ノズル先端からの内容物の漏れを抑制するこ
とができるディスペンサーを提案するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、内容物の充填空間を有しその先端に注出孔を有するシリンジ本体と、
　押し込み力の付加により該シリンジ本体内にてスライドさせて該充填空間内の内容物を
前記注出孔より注出するプランジャーと、
　弾性材料で形成され、該プランジャーの先端部分に設置されるピストンと
を備えたディスペンサーであって、
　前記シリンジ本体の内周面と前記ピストンの外周面との間に隙間が設けられ、該ピスト
ンは、前記プランジャーの押し込みにより該隙間が狭くなるように変形し、前記ピストン
の変形後における、後部漏れリスク＝（隙間（Ｇ）面積／最終注出孔面積）が０以上１未
満であることを特徴とするディスペンサーである。
【００１０】
　また、前記注出孔は、前記シリンジ本体の先端にニードルチップを装着することによっ
て形成されることが好ましい。
【００１１】
　また、前記ピストンのＪＩＳ　Ｋ　６２５３　タイプＡデュロメータによるショア硬度
は、３０以上８０以下であることが好ましい。
【００１２】
　また、面積比率＝（シリンジ内側断面積／最終注出孔面積）が２０以下であることが好
ましい。
【００１３】
　また、前記シリンジ本体の内周面には、前記プランジャーの離脱を防止する突出部が設
けられていることが好ましい。
【００１４】
　また、前記プランジャー又は前記ピストンの少なくともいずれか一方の外周面には、外
周方向に突出して前記シリンジ本体の内周面に摺動する摺動部が設けられていることが好
ましい。
【００１５】
　また、前記プランジャーの先端には、前記注出孔に向けて縮径する傾斜部が設けられ、
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　前記ピストンは、前記シリンジ本体の内周面との間に前記隙間を形成するリング状のシ
ール部と、該シール部の内周面を先端側から覆う先端壁とを有し、
　該シール部は、前記プランジャーの押し込みに対する前記充填空間内の内容物からの反
力によって前記傾斜部に沿って後端方向に移動して拡径し、前記押し込みの解除に伴い前
記先端壁の弾性力によって先端方向に移動して縮径することが好ましい。
【００１６】
　また、前記ピストンは、前記プランジャーに当接して後端方向への変位が規制される後
端部と、該後端部から先端方向に延びる側壁と、該側壁を先端側から覆う先端壁とを有し
、
　前記側壁は、内周面又は外周面の少なくとも一方が外周方向に凸となる形状を有し、前
記シリンジ本体の内周面との間に前記隙間を形成し、
　前記プランジャーの押し込みに対する前記充填空間内の内容物からの反力によって前記
先端壁が後端方向に移動し、前記側壁は該先端壁の移動に伴い外周方向に変位することが
好ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のディスペンサーによれば、内容物の注出停止時に、ノズル先端からの内容物の
漏れを抑制することができる。また、シリンジ本体に内容物を充填した後に、充填空間内
の空気を後端方向に逃がしながらプランジャー及びピストンを容易に装着することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態に係るディスペンサー（使用開始直前）を示す断面図であ
る。
【図２】図１におけるプランジャー先端部分及びピストン部分の拡大断面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係るディスペンサー（使用開始後）を示す断面図である
。
【図４】図３におけるプランジャー先端部分及びピストン部分の拡大断面図であり、プラ
ンジャーの押し込みによってピストンとシリンジ内周面との隙間がシールされている状態
を示す。
【図５】本発明の第２実施形態に係るディスペンサー（使用開始直前）を示す断面図であ
る。
【図６】本発明の第３実施形態に係るディスペンサー（使用開始直前）を示す断面図であ
る。
【図７】図６におけるプランジャー先端部分及びピストン部分の拡大断面図である。
【図８】本発明の第３実施形態に係るディスペンサー（使用開始後）を示す断面図である
。
【図９】図８におけるプランジャー先端部分及びピストン部分の拡大断面図であり、プラ
ンジャーの押し込みによってピストンとシリンジ内周面との隙間がシールされている状態
を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明をより具体的に説明する。
【００２０】
　図１は本発明の第１実施形態に係るディスペンサー１の構成を示す断面図であり、図２
は、プランジャー２０の先端部分及びピストン３０部分の拡大断面図である。なお、図１
及び図２に示すディスペンサー１は、利用者が使用する直前のディスペンサーの状態を示
す。
【００２１】
　本実施形態に係るディスペンサー１は、筒状をなしその先端及び後端が開放されたシリ
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ンジ本体１０と、シリンジ本体１０内にてスライドさせて充填空間Ｍ内の内容物Ｃを先端
開孔１１ａより注出するプランジャー２０と、プランジャー２０の先端部分に装着された
弾性部材で形成されたピストン３０と、シリンジ本体１０の先端開孔１１ａを覆うキャッ
プ６０とを備える。なお、本明細書、特許請求の範囲、要約書および図面では、後述する
キャップ６０が位置する側を先端側（図１における上側）とし、プランジャー２０のフラ
ンジ２９が位置する側を後端側（図１における下側）とする。
【００２２】
　シリンジ本体１０は胴部１５の内側に内容物Ｃの充填空間Ｍを形成するものであって、
その先端筒部１１には先端開孔１１ａが設けられている。また、先端筒部１１の外周面に
は、後述するキャップ６０、又はノズル４０をねじ係合によって固定するための雄ねじ部
１１ｂが設けられている。また、シリンジ本体１０の後端近傍の内周面には、プランジャ
ー２０及びピストン３０の脱落防止のために内周方向に突出する環状突起１９が設けられ
ている。そして、シリンジ本体１０の後端部には、利用者がプランジャー２０を押し込む
際に指をあてがうための鍔１７が設けられている。なお、鍔１７の形状については、ディ
スペンサー１を置いたときに転がるのを防止するため多角形状にすることができる。
【００２３】
　プランジャー２０は、シリンジ本体１０内にて先端方向にスライドさせて充填空間Ｍ内
の内容物Ｃを押圧し、先端開孔１１ａを通じて内容物Ｃを外部に注出するものである。こ
のプランジャー２０は、図１及び図２に示すように、先端開孔１１ａに向かって延びるロ
ッド部２８の先端に半径方向に縮径する溝部２５及び半径方向に突出する突出部２３が設
けられている。なお、ロッド部２８、溝部２５及び突出部２３は、いずれもシリンジ本体
１０の胴部１５の内周面との間に間隙を有している。そして、ゴム等の弾性材料で形成さ
れたピストン３０の後端部３７が溝部２５に係合することによって、ピストン３０はプラ
ンジャー２０の先端に固定されている。突出部２３には、先端方向に向かって縮径する傾
斜部２３ａが設けられており、後述のように、シール部３３がこの傾斜部２３ａに沿って
内外周に移動する。プランジャー２０の後端にはフランジ２９が設けられており、利用者
が、このフランジ２９の押圧面２９ａを押し込むことによって充填空間Ｍ内の内容物Ｃが
外部に注出される。
【００２４】
　シリンジ本体１０やプランジャー２０に採用する材質としては、ポリオレフィン系、ポ
リエステル系、ポリエーテル系あるいはポリスチレン系などの各種熱可塑性樹脂が採用可
能であり、具体的には、ポリオレフィン系材料としてはポリプロピレン（PP）やポリエチ
レン（PE）などが、ポリエステル系材料としてはポリエチレンテレフタレート（PET）や
ポリブチレンテレフタレート（PBT）などが、ポリエーテル系材料としてはポリオキシメ
チレン（POM）が、ポリスチレン系樹脂としてはASやABSなどが代表的なものとしてそれぞ
れ挙げられ、用途や内容物Ｃに合わせて適宜選択される。
【００２５】
　ピストン３０は、ゴム等の弾性部材によって形成され、図２に示すように、シリンジ本
体１０の内周面との間に隙間Ｇを形成するリング状のシール部３３と、シール部３３の内
周面を先端側から覆う先端壁３１と、シール部３３から胴部１５に沿って後端方向に延び
る側壁３５と、溝部２５に係合してピストン３０をプランジャー２０に固定するために内
周方向に突出する後端部３７と、シリンジ本体１０の内周面に摺動する摺動リブ３９とを
有する。ピストン３０のシール部３３の外周面は、シリンジ本体１０の内周面との間に隙
間Ｇを有している。図２においては、シール部３３はその外周面の全体にわたり、シリン
ジ本体１０の内周面と実質的に接触していない。また、シール部３３は、プランジャー２
０の突出部２３に設けられている傾斜部２３ａに当接している。そして、ピストン３０は
、全体としてプランジャー２０の突出部２３を覆っている。
【００２６】
　摺動リブ３９は、その外周面の直径が、シリンジ本体１０の内周面の直径よりも僅かに
大きくなるように設けられている。従って、プランジャー２０及びピストン３０がシリン
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ジ本体１０の充填空間Ｍ内に挿入された状態では、摺動リブ３９がシリンジ本体１０の内
周面に合わせて内周方向に弾性変形し、シリンジ本体１０の内周面に対して押圧力を作用
させている。この押圧力によって、シリンジ本体１０とピストン３０との間には、軸方向
の摩擦力が作用する。従って、例えば図１に示すようにプランジャー２０が下方に位置す
るようにディスペンサー１の姿勢を変えても、摺動リブ３９とシリンジ本体１０の内周面
との間に摩擦力が作用するため、プランジャー２０及びピストン３０が自重によってシリ
ンジ本体１０から脱落するのを抑制することができる。なお、摺動リブ３９（摺動部）は
、周方向に断続的に設けられていればよく、リブの数及びリブの間隔は任意に設定するこ
とができる。
【００２７】
　シリンジ本体１０の後端近傍の内周面には、内周方向に突出する環状突起１９が設けら
れている。プランジャー２０が後端方向に意図的に引き出されたり、上述の摺動リブ３９
とシリンジ本体１０の内周面との間に所定の摩擦力が作用しなかった場合でも、ピストン
３０に設けられた摺動リブ３９が環状突起１９とアンダーカット係合することによって、
プランジャー２０は更に後端方向へと移動することがなく、シリンジ本体１０から脱落す
るのを確実に防止することができる。なお、環状突起１９は、周方向の複数箇所に離間し
て設けられていてもよい。
【００２８】
　なお、プランジャー２０及びピストン３０の形状は、上述の態様に限定されるものでは
なく、プランジャー２０が充填空間Ｍ内の内容物Ｃを押し込む際に隙間Ｇが小さくなるよ
うなあらゆる形状を採用することができる。
【００２９】
　また、ピストン３０の材質としては、シリコンゴム、合成ゴム、ブチルゴム、フッ素ゴ
ム等があり適宜選択されるが、耐内容物的な点から鑑みてピストン３０をシリコンゴムに
て形成するのが好ましい。
【００３０】
　キャップ６０は、シリンジ本体１０の先端開孔１１ａを閉塞するために取り付ける部材
である。キャップ側壁６１の内周面には雌ねじ部６１ａが設けられており、シリンジ本体
１０の雄ねじ部１１ｂに対してねじ係合することによって、キャップ６０はシリンジ本体
１０の先端に固定される。また、キャップ側壁６１の外周面には、外周方向に突出するキ
ャップリブ６３が設けられており、利用者等は、このキャップリブ６３を把持することに
よって容易にキャップ６０をシリンジ本体１０に着脱することができる。
【００３１】
　なお、キャップ６０の材質としては、例えば、ポリオレフィン系、ポリエステル系、ポ
リエーテル系あるいはポリスチレン系などの各種熱可塑性樹脂を採用することができる。
【００３２】
　図１及び図２に示すディスペンサー１から内容物Ｃを注出するために、まず、準備段階
として、製造者がシリンジ本体１０の充填空間Ｍ内に内容物Ｃを充填する。次に製造者は
、シリンジ本体１０からキャップ６０が取り外された状態でプランジャー２０をシリンジ
本体１０に対して先端方向に押し込む。製造者がプランジャー２０の押し込みを開始した
後、ピストン３０がまだ充填空間Ｍ内の内容物Ｃと接触していないときは、シール部３３
とシリンジ本体１０の内周面との間に隙間Ｇが存在する。従って、充填空間Ｍ内の空気が
隙間Ｇを経由して後端方向に抜けるため、製造者は、大きな抵抗無くプランジャー２０を
先端方向に押し込むことができる。そして、プランジャー２０の押し込みにより、製造者
はピストン３０のシール部３３及び先端壁３１を内容物Ｃに当接させる。更なるプランジ
ャー２０の押し込みにより、ピストン３０が内容物Ｃからの反力を受けて隙間Ｇが小さく
なり（隙間Ｇが変化する理由については後ほど詳述する。）、内容物Ｃは後端方向に漏れ
出ることがない。なお、製造者が更にプランジャー２０を押し込んで先端開孔１１ａから
内容物Ｃを僅かに吐出させることにより、ピストン３０が確実に内容物Ｃに当接したこと
を確認してもよい。製造者がプランジャー２０の押し込みを停止すると、ピストン３０は
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、プランジャー２０からの押圧力が無くなると共に内容物Ｃからの反力を受けなくなるの
で、隙間Ｇは元の状態（図２の状態）に復元する。従って、充填空間Ｍ内の正圧が解放さ
れて、内容物Ｃが先端開孔１１ａから漏れ出ることがない。製造者は、ここまでの準備段
階を実施して利用者が使用可能な状態とした後に、シリンジ本体１０にキャップ６０を装
着して先端開孔１１ａを閉塞する。そして、ディスペンサー１を梱包して利用者に出荷す
る。
【００３３】
　利用者は、上記の準備段階が実施されて使用が可能となったディスペンサー１のキャッ
プ６０を取り外し、代わりに内容物Ｃを吐出するためのノズル４０を装着する。ノズル４
０を装着した状態を図３に示す。ノズル４０の先端には、ノズル蓋５０が設けられている
。なお、このノズル４０が装着された状態のディスペンサーに１’の符号を付している。
【００３４】
　ノズル４０は、シリンジ本体１０の先端開孔１１ａからの内容物Ｃを屈曲部４３におい
て所定の向きに導いた後、更にノズル筒部４５を通して先端に設けられているノズル開孔
４５ａから外部に導くものである。ノズル４０は、例えば、図３に示すようなニードルチ
ップとして構成することができる。ノズル４０の後端側には、ノズルキャップ４１が設け
られており、ノズルキャップ４１の内周面に設けられた雌ねじ部４１ａをシリンジ本体１
０の雄ねじ部１１ｂに対してねじ係合することによって、ノズル４０はシリンジ本体１０
の先端に固定される。
【００３５】
　ノズル蓋５０は、ディスペンサー１’の未使用状態においてノズル開孔４５ａを覆って
内容物Ｃを遮光するとともに、異物の混入を防止するものである。ノズル蓋５０は、側壁
５１の内周面に突部５１ａを有しており、ノズル４０のノズル筒部４５の外周面に設けら
れている突部４５ｂとアンダーカット係合することによってノズル４０に固定される。
【００３６】
　利用者は、内容物Ｃを注出するために、まず、ノズル蓋５０の後端に設けられている突
起５５を把持してディスペンサー１’からノズル蓋５０を取り外す。そして、例えばシリ
ンジ本体１０の鍔１７に人差し指と中指を掛けた状態で親指でプランジャー２０の押圧面
２９ａを押圧し、プランジャー２０をシリンジ本体１０に対して先端方向に押し込む。こ
の段階で、ピストン３０のシール部３３及び先端壁３１は既に内容物Ｃに当接している。
そのため、更なるプランジャー２０の押し込みにより、ピストン３０のリング形状のシー
ル部３３は、内容物Ｃからの反力によって傾斜部２３ａに当接しながらプランジャー２０
に対して後端方向に相対移動する。このとき、シール部３３は、傾斜部２３ａから外周方
向の力を受けるため、図４に示すように先端壁３１の弾性力に抗して外周方向に延伸する
。これによって、シール部３３とシリンジ本体１０の内周面との間の隙間Ｇが小さくなり
、図４に示す例では隙間Ｇがゼロになっている。隙間Ｇがゼロになった状態で利用者がプ
ランジャー２０を押し込むと、もはや充填空間Ｍ内の空気及び内容物Ｃは後端方向に抜け
ることができず、充填空間Ｍ内に正圧が発生する。この充填空間Ｍ内の正圧によって、内
容物Ｃは先端筒部１１の先端開孔１１ａ及び、ノズル筒部４５のノズル開孔４５ａを経由
して外部に注出される。
【００３７】
　なお、ノズル４０についても、ポリオレフィン系、ポリエステル系、ポリエーテル系あ
るいはポリスチレン系などの各種熱可塑性樹脂が採用可能であるが、これに代えて先端部
分を金属、ガラス、セラミックス等で構成するノズルを採用することも可能である。また
、図３に示すノズル４０に代えて、例えば細径を有する金属製のノズルを採用してもよい
。
【００３８】
　本明細書において、内容物Ｃが外部に注出される際の最も先端に位置する開孔が最終注
出孔であり、本実施形態では、ノズル４０のノズル開孔４５ａが最終注出孔となる。従っ
て、ノズル４０を装着しない態様の場合には、シリンジ本体１０の先端開孔１１ａが最終
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注出孔となる。そして、最終注出孔の面積に対する、プランジャー２０の押し込み時のシ
ール部３３とシリンジ本体１０の内周面との隙間Ｇの面積の割合を後部漏れリスクと定義
している。この隙間Ｇの面積としては、プランジャー２０の移動方向（軸方向）に対して
垂直な面上におけるシール部３３とシリンジ本体１０の内周面との間の面積のうちの最小
値を採用すればよい。後部漏れリスク＝（隙間（Ｇ）面積／最終注出孔面積）が０以上１
未満となるようにすることが好ましく、特に本実施形態では、上記割合が０となっている
。後部漏れリスクが１未満であれば、充填空間Ｍの先端側の開口である最終注出孔の面積
よりも充填空間Ｍの後端側の開口である隙間Ｇの面積の方が小さいため、正圧を受けた内
容物Ｃは、面積が大きな最終注出孔、すなわちノズル開孔４５ａから吐出され易くなる。
そして、隙間Ｇの減少によって、シール部３３及び先端壁３１が、内容物Ｃの後端方向へ
の漏出を抑制することができる。また、プランジャー２０及びピストン３０をシリンジ本
体１０にセットするときは、ピストン３０とシリンジ本体１０との隙間Ｇが存在してシー
ルされていないので、プランジャー２０に大きな摩擦抵抗がかかることが無く、小さな力
で押し込むことができる。
【００３９】
　プランジャー２０を先端方向に押し込んでいないときは、弾性体であるピストン３０の
復元力により、シール部３３とシリンジ本体１０の内周面との間の隙間Ｇは、図２に示す
元の状態に復元する。従って、内容物Ｃを注出後にプランジャー２０の押し込みを停止す
ると、隙間Ｇを通じて充填空間Ｍ内の正圧を速やかに解放する。これによって、プランジ
ャー２０の押圧を停止した後に、充填空間Ｍ内の残圧によって内容物Ｃがノズル開孔４５
ａから漏れ出るのを抑制することができる。
【００４０】
　また、シリンジ本体１０に内容物Ｃを充填した後に、プランジャー２０及びピストン３
０をシリンジ本体１０に装着する際には、隙間Ｇを通して充填空間Ｍ内の空気を後端方向
に逃がしながらプランジャー２０及びピストン３０を大きな抵抗無く容易に装着すること
ができる。
【００４１】
　また、ノズル４０としてニードルチップを装着して内容物Ｃを注出させるように構成す
ることによって、内容物Ｃの液質、用途等に応じて最適な態様で注出させることができる
。この場合、ニードルチップの先端部の開孔が最終注出孔となる。
【００４２】
　内容物Ｃの種類に特に制限はなく、用途等に応じて適宜選択することができ、例えば、
充填剤や接着剤等の歯科材料などが挙げられる。当該内容物Ｃは、本発明の効果がより顕
著に奏されることなどからある程度の粘性を有するペースト状の材料であることが好まし
い。当該内容物Ｃの粘性について、当該内容物Ｃの稠度として、６０ｍｍ以下であること
が好ましく、５０ｍｍ以下であることがより好ましく、４０ｍｍ以下であることがさらに
好ましく、３０ｍｍ以下、２０ｍｍ以下、さらには１５ｍｍ以下であってもよい。なお、
本明細書でいう稠度とは、２５℃に２時間静置した内容物（Ｃ）について、２５℃の恒温
室内（湿度４０％）で、内容物Ｃ０．５ｍＬを、内径８ｍｍのガラス管を用いてポリエス
テルフィルム（１０ｃｍ×１０ｃｍ）を敷いたガラス板（１０ｃｍ×１０ｃｍ）の中心部
に静かに押し出し、その上にポリエステルフィルム（１０ｃｍ×１０ｃｍ）を被せて、さ
らに４０ｇのガラス板（１０ｃｍ×１０ｃｍ）を載せ、３０秒間放置した後にガラス板を
取り除き、広がった内容物Ｃの長径と短径とを測定した際のこれらの算術平均値を意味す
る。ここで、長径とは広がった内容物Ｃの中心を通る直径のうち最も長いものであり、短
径とは広がった内容物Ｃの中心を通る直径のうち長径に直交するものである。
【００４３】
　また、ピストン３０を構成するゴム材料のＪＩＳ　Ｋ　６２５３　タイプＡデュロメー
タによるショア硬度は、３０以上８０以下とした。これによって、プランジャー２０の押
圧に対する充填空間Ｍ内の内容物Ｃからの反力によって隙間Ｇを効果的に減少させて後端
方向への内容物Ｃの漏出を抑制できる一方、プランジャー２０の押圧の停止により速やか
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に隙間Ｇを復元して充填空間Ｍ内の残圧を解放してノズル開孔４５ａからの内容物Ｃの漏
出を抑制することができる。但し、ピストン３０の構成はこの態様に限定されるものでは
ない。
【００４４】
　また、最終注出孔であるノズル開孔４５ａの面積に対する、シリンジ本体１０の胴部１
５の内側の断面積の割合を面積比率として定義し、面積比率＝（シリンジ内側断面積／最
終注出孔面積）が２０以下となるように構成した。これによって、プランジャー２０の押
し込み速度に対するノズル開孔４５ａからの内容物Ｃの注出速度の比が所定の値以下とな
る。従って、プランジャー２０の押し込み停止後のノズル開孔４５ａからの内容物Ｃの漏
出をより確実に抑制することができる。但し、シリンジ本体１０及びノズル４０の構成は
、この態様に限定されるものではない。
【００４５】
　以上のように、本実施形態によれば、プランジャー２０の押し込みにより隙間Ｇが減少
するようにピストン３０が変形して後部漏れリスクが０以上１未満になるので、内容物Ｃ
の注出時に、内容物Ｃの後端方向への漏出を抑制することができる。また、プランジャー
２０の押圧を停止した後に隙間Ｇの復元によって充填空間Ｍ内の残圧を解放し、内容物Ｃ
がノズル開孔４５ａから漏れ出るのを抑制することができる。また、シリンジ本体１０に
内容物Ｃを充填した後に、プランジャー２０及びピストン３０をシリンジ本体１０に装着
する際には、大きな抵抗無く容易に装着することができる。
【００４６】
　また、先端にニードルチップを装着可能としたので、内容物Ｃの液質、用途等に応じて
最適な態様で注出させることができる。
【００４７】
　また、本実施形態によれば、ピストン３０を構成するゴム材料のＪＩＳ　Ｋ　６２５３
　タイプＡデュロメータによるショア硬度を３０以上８０以下としたので、隙間Ｇを効果
的に減少させて後端方向への内容物Ｃの漏出を抑制できる。また、プランジャー２０の押
圧の停止により速やかに充填空間Ｍ内の残圧を解放してノズル開孔４５ａからの内容物Ｃ
の漏出を抑制することができる。
【００４８】
　また、本実施形態によれば、ノズル開孔４５ａの面積に対する、シリンジ本体１０の胴
部１５の内側の断面積の割合（面積比率）を２０以下としたので、プランジャー２０の押
し込み停止後のノズル開孔４５ａからの内容物Ｃの漏出をより確実に抑制することができ
る。
【００４９】
　また、本実施形態によれば、ピストン３０の外周面から外周方向に突出して、シリンジ
本体１０の内周面に対して摺動する摺動リブ３９を設けたので、図１及び図３に示すよう
にプランジャー２０が下方に位置するようにディスペンサー１，１’の姿勢を変えても、
摺動リブ３９とシリンジ本体１０の内周面との間に摩擦力が作用するため、プランジャー
２０及びピストン３０が自重によってシリンジ本体１０から離脱するのを抑制することが
できる。
【００５０】
　また、本実施形態によれば、シリンジ本体１０の後端近傍の内周面に、内周方向に突出
する環状突起１９を設けたので、プランジャー２０が後端方向に意図的に引き出されたり
、摺動リブ３９とシリンジ本体１０の内周面との間に所定の摩擦力が作用しなかった場合
でも、ピストン３０に設けられた摺動リブ３９が環状突起１９とアンダーカット係合する
ことによって、プランジャー２０及びピストン３０がシリンジ本体１０から脱落するのを
確実に防止することができる。
【００５１】
　図５は本発明の第２実施形態に係るディスペンサー２の構成を示す断面図である。なお
、第２実施形態に係るディスペンサー２は、第１実施形態と比較して、ピストン３０に摺
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動リブ３９を設ける代わりにプランジャー２０’に摺動突部２６を設けた他は第１実施形
態と異なるところがない。従って、ここでは第１実施形態との差異点に絞って説明する。
【００５２】
　プランジャー２０’は、シリンジ本体１０’内にて先端方向にスライドさせて充填空間
Ｍ内の内容物Ｃを押圧し、先端開孔１１ａを通じて内容物Ｃを注出するものである。この
プランジャー２０’は、図５に示すように、先端開孔１１ａに向かって延びるロッド部２
８の先端に外周方向に突出する摺動突部２６が設けられている。摺動突部２６は、周方向
の複数箇所に離間して設けられている。摺動突部２６は、その外周面の直径が、シリンジ
本体１０’の内周面の直径よりも僅かに大きくなるように設けられている。従って、プラ
ンジャー２０’がシリンジ本体１０’の充填空間Ｍ内に挿入された状態では、摺動突部２
６がシリンジ本体１０’の内周面に合わせて内周方向に弾性変形し、シリンジ本体１０’
の内周面に対して押圧力を作用させている。この押圧力によって、シリンジ本体１０’と
プランジャー２０’との間には、軸方向の摩擦力が作用する。従って、例えば図５に示す
ようにプランジャー２０’が下方に位置するようにディスペンサー２の姿勢を変えても、
摺動突部２６とシリンジ本体１０’の内周面との間に摩擦力が作用するため、プランジャ
ー２０’が自重によってシリンジ本体１０’から脱落するのを抑制することができる。な
お、摺動突部２６は、周方向に断続的に設けられていればよく、突部の数及び周方向の間
隔は任意に設定することができる。
【００５３】
　図６は本発明の第３実施形態に係るディスペンサー３の構成を示す断面図であり、図７
は、プランジャー１２０の先端部分及びピストン１３０部分の拡大断面図である。なお、
図６及び図７に示すディスペンサー３は、利用者が使用する直前のディスペンサーの状態
を示す。また、第３実施形態に係るディスペンサー３は、第２実施形態と比較して、プラ
ンジャー１２０の先端形状、及びピストン１３０の形状が異なる他は第２実施形態と異な
るところがない。従って、ここでは第２実施形態との差異点に絞って説明する。
【００５４】
　プランジャー１２０は、シリンジ本体１０’内にて先端方向にスライドさせて充填空間
Ｍ内の内容物Ｃを押圧し、先端開孔１１ａを通じて内容物Ｃを注出するものである。この
プランジャー１２０は、図６及び図７に示すように、先端開孔１１ａに向かって延びるロ
ッド部１２８の先端に半径方向に縮径する溝部１２５及び半径方向に突出する突出部１２
３が設けられている。そして、ゴム等の弾性材料で形成されたピストン１３０の後端部１
３７が溝部１２５に係合することによって、ピストン１３０はプランジャー１２０の先端
に固定されている。プランジャー１２０の後端にはフランジ１２９が設けられており、利
用者が、このフランジ１２９の押圧面１２９ａを押し込むことによって充填空間Ｍ内の内
容物Ｃが外部に注出される。
【００５５】
　ピストン１３０は、ゴム等の弾性材料によって形成されている。ピストン１３０は、図
７に示すように、外周面が外周方向に凸となる形状を有しシリンジ本体１０’の内周面と
の間に隙間Ｇ’を形成する側壁１３３と、側壁１３３の先端側に連なる先端壁１３１と、
側壁１３３の後端側に連なると共に溝部１２５に係合してピストン１３０をプランジャー
１２０に固定するための後端部１３７とを有する。ピストン１３０の側壁１３３の外周面
は、シリンジ本体１０’の内周面との間に隙間Ｇ’を有している。そして、ピストン１３
０は、全体としてプランジャー１２０の突出部１２３を覆っている。
【００５６】
　図６及び図７に示すディスペンサー３から内容物Ｃを注出するために、まず、準備段階
として、製造者がシリンジ本体１０’の充填空間Ｍ内に内容物Ｃを充填する。次に製造者
は、シリンジ本体１０’からキャップ６０が取り外された状態でプランジャー１２０をシ
リンジ本体１０’に対して先端方向に押し込む。製造者がプランジャー１２０の押し込み
を開始した後、ピストン１３０がまだ充填空間Ｍ内の内容物Ｃと接触していないときは、
側壁１３３とシリンジ本体１０’の内周面との間に隙間Ｇ’が存在する。従って、充填空
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間Ｍ内の空気が隙間Ｇ’を経由して後端方向に抜けるため、製造者は、大きな抵抗無くプ
ランジャー１２０を先端方向に押し込むことができる。そして、プランジャー１２０の先
端方向への押し込みにより、製造者はピストン１３０の先端壁１３１を内容物Ｃに当接さ
せる。更なるプランジャー１２０の押し込みにより、ピストン１３０が内容物Ｃからの反
力を受けて隙間Ｇ’が小さくなり、内容物Ｃが後端方向に漏れ出ることがない。なお、製
造者が更にプランジャー１２０を押し込んで先端開孔１１ａから内容物Ｃを僅かに吐出さ
せることにより、ピストン１３０が確実に内容物Ｃに当接したことを確認してもよい。製
造者がプランジャー１２０の押し込みを停止すると、ピストン１３０は、プランジャー１
２０からの押圧力が無くなると共に内容物Ｃからの反力を受けなくなるので、隙間Ｇ’は
元の状態（図７の状態）に復元する。従って、充填空間Ｍ内の正圧が解放されて、内容物
Ｃが先端開孔１１ａから漏れ出ることがない。製造者は、ここまでの準備段階を実施して
利用者が使用可能な状態とした後に、シリンジ本体１０’にキャップ６０を装着して先端
開孔１１ａを閉塞する。そして、ディスペンサー３を梱包して利用者に出荷する。
【００５７】
　利用者は、上記の準備段階が実施されて使用が可能となったディスペンサー３のキャッ
プ６０を取り外し、代わりに内容物Ｃを吐出するためのノズル４０を装着する。この状態
を図８に示す。ノズル４０の先端には、ノズル蓋５０が設けられている。なお、このノズ
ル４０が装着された状態のディスペンサーに３’の符号を付している。
【００５８】
　利用者は、内容物Ｃを注出するために、ディスペンサー３’からノズル蓋５０を取り外
した後、プランジャー１２０の押圧面１２９ａを押圧し、プランジャー１２０をシリンジ
本体１０’に対して先端方向に押し込む。この段階で、ピストン１３０の側壁１３３及び
先端壁１３１は既に内容物Ｃに当接している。そのため、更なるプランジャー１２０の押
し込みにより、ピストン１３０の先端壁１３１は、内容物Ｃからの反力を受けて、図９に
示すように、プランジャー１２０に対して後端方向に相対移動してプランジャー１２０の
先端部分に当接する。このとき、側壁１３３の上端は、先端壁１３１の移動によって後端
方向に変位する一方、側壁１３３の後端は、後端部１３７が段部１２７に当接して後端方
向への変位が規制されているため動かない。従って、外周方向に凸となる形状を有してい
る側壁１３３は、更に外周方向に変位し、側壁１３３とシリンジ本体１０’の内周面との
間の隙間Ｇ’が小さくなる。特に、図９に示す例では隙間Ｇ’がゼロになっている。隙間
Ｇ’がゼロになった状態で利用者がプランジャー１２０を押し込むと、もはや充填空間Ｍ
内の空気及び内容物Ｃは後端方向に抜けることができず、充填空間Ｍ内に正圧が発生する
。この充填空間Ｍ内の正圧によって内容物Ｃは、先端筒部１１の先端開孔１１ａ及びノズ
ル筒部４５のノズル開孔４５ａを経由して外部に注出される。
【００５９】
　なお、本実施形態では、側壁１３３の外周面が外周方向に凸となる形状を有しているが
、この態様には限定されず、例えば側壁１３３の内周面が外周方向に凸となる形状を有し
ていてもよい。また、側壁１３３の外周面及び内周面が共に外周方向に凸となる形状を有
していてもよい。
【００６０】
　他方、プランジャー１２０を先端方向に押し込んでいないときは、ピストン１３０の復
元力により、側壁１３３とシリンジ本体１０’の内周面との間の隙間Ｇ’が図７に示す元
の状態に復元する。従って、内容物Ｃを注出後にプランジャー１２０の押し込みを停止す
ると、隙間Ｇ’を通じて充填空間Ｍ内の正圧を速やかに解放する。これによって、プラン
ジャー１２０の押圧を停止した後に、充填空間Ｍ内の残圧によって内容物Ｃがノズル開孔
４５ａから漏れ出るのを抑制することができる。
【００６１】
　以上のように、本実施形態によれば、シリンジ本体１０’の内周面とピストン１３０の
側壁１３３との間に隙間Ｇ’が設けられ、ピストン１３０は、プランジャー１２０の押し
込みにより隙間Ｇ’が減少するように変形する。そして、ノズル開孔４５ａ（最終注出孔



(12) JP 6830484 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

）の面積に対するピストン１３０の変形後の隙間Ｇ’の面積の割合である後部漏れリスク
は１未満が好ましく、本実施形態では、特に０となるように構成した。これによって、プ
ランジャー１２０を押し込んだときに、側壁１３３及び先端壁１３１が内容物Ｃの後端方
向への漏出を抑制することができる。そして、内容物Ｃを注出した後は、プランジャー１
２０の押し込みを停止すると、隙間Ｇ’が元の状態に復元し、隙間Ｇ’を通じて充填空間
Ｍ内の正圧を速やかに解放する。これによって、プランジャー１２０の押圧を停止した後
に、充填空間Ｍ内の残圧によって内容物Ｃがノズル開孔４５ａから漏れ出るのを抑制する
ことができる。また、シリンジ本体１０’に内容物Ｃを充填した後に、プランジャー１２
０及びピストン１３０をシリンジ本体１０’に装着する際には、隙間Ｇ’を通して充填空
間Ｍ内の空気を後端方向に逃がしながらプランジャー１２０及びピストン１３０を大きな
抵抗無く容易に装着することができる。
【００６２】
　本発明を諸図面や実施例に基づき説明してきたが、当業者であれば本開示に基づき種々
の変形や修正を行うことが容易であることに注意されたい。従って、これらの変形や修正
は本発明の範囲に含まれることに留意されたい。例えば、各構成部に含まれる機能などは
論理的に矛盾しないように再配置可能であり、複数の構成部を１つに組み合わせたり、或
いは分割したりすることが可能である。本発明の範囲にはこれらも包含されるものと理解
されたい。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　注出操作停止時に、内容物が注出孔から漏れ出ることのないディスペンサーを提供する
ことができる。
【符号の説明】
【００６４】
　１，１’，２，３，３’　ディスペンサー
　１０，１０’　シリンジ本体
　１１　　　先端筒部
　１１ａ　　先端開孔
　１１ｂ　　雄ねじ部
　１５　　　胴部
　１７　　　鍔
　１９　　　環状突起（突出部）
　２０，２０’，１２０　プランジャー
　２３，１２３　突出部
　２３ａ　　傾斜部
　２５，１２５　溝部
　２６，１２６　摺動突部（摺動部）
　２７，１２７　段部
　２８，１２８　ロッド部
　２９，１２９　フランジ
　２９ａ，１２９ａ　押圧面
　３０，３０’，１３０　ピストン
　３１，１３１　先端壁
　３３　　　シール部
　３５　　　側壁
　３７，１３７　後端部
　３９　　　摺動リブ（摺動部）
　４０　　　ノズル（ニードルチップ）
　４１　　　ノズルキャップ
　４１ａ　　雌ねじ部
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　４３　　　屈曲部
　４５　　　ノズル筒部
　４５ａ　　ノズル開孔（最終注出孔）
　４５ｂ　　突部
　５０　　　ノズル蓋
　５１　　　側壁
　５１ａ　　突部
　５５　　　突起
　６０　　　キャップ
　６１　　　キャップ側壁
　６１ａ　　雌ねじ部
　６３　　　キャップリブ
　１３３　　側壁
　Ｃ　　　　内容物
　Ｇ，Ｇ’　隙間
　Ｍ　　　　充填空間

【図１】 【図２】
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